
鉄道駅バリアフリー料金制度に関する整備等計画 （ＪＲ⻄⽇本）

整備方針
①ホーム安全スクリーン、
ホーム柵(TASC含む) 

②段差解消
③ホームと車両の段差隙間縮小
④料金収受システム等改修

枚方市内３駅（津⽥、藤阪、⻑尾）はバリアフリー料金制度エリア

より安全に安心して鉄道をご利用いただけるよう、駅のホームにおける安全性向上を
重要な経営課題ととらえ、ハード・ソフトの両面からさまざまな取組みを進めており
ます。
2023 年 4 月 1 日から京阪神地区の整備対象エリアにおいて、鉄道駅バリアフリー料金
制度を活用し、お客様のご理解とご協力をいただきながら、バリアフリー設備の整備
を進めております。
また、ホーム柵・ホーム安全スクリーンの整備については、「ＪＲ⻄日本グループ鉄
道安全考動計画 2027」の 2027 年度の到達目標として着実に進めることで、ホームか
らの転落による列車とお客様の接触事故の防止を図ってまいります。
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